キューバ内政・外交（２０１４年７月）

　７月の当国の内政及び外交は以下のとおり。

I　概況
１　内政
（１）人民権力全国議会第８立法期第３回通常議会が開催された。
（２）モンカダ兵営等の襲撃６１周年式典が開催された。

２　外交
（１）海上自衛隊練習艦隊がハバナに寄港した。
（２）プーチン露大統領がキューバを訪問した。
（３）マーガレット・チャンＷＨＯ事務局長がキューバを訪問した。
（４）ラウル議長がブラジルを訪問し，中国・ラ米カリブ首脳会議及びＣＥＬＡＣカルテット＋中国首脳会議に出席した。
（５）習近平中国国家主席がキューバを訪問した。

II　内政
１　第８回共産党中央委員会総会の開催
　３日，ラウル・カストロ共産党中央委員会第一書記（兼国家評議会議長）主催の下，第８回共産党中央委員会総会が開催された。今次総会では，マチャド・ベントゥーラ党第二書記が２０１４年上半期における政治局の活動報告を行った他，２０１４年経済計画及び国家予算の現状報告がなされ，５日に開催される人民権力全国議会に提出される２０１４年上半期の経済社会政策方針実施報告書が採択された。

２　人民権力全国議会の開催
　５日，人民権力全国議会第８立法期第３回通常議会が開催され，経済社会政策方針の実施状況，２０１４年上半期の経済成長率及び２０１３年決算等が報告された。また，ラウル・カストロ国家評議会議長が閉幕演説を行った。

３　ダマス・デ・ブランコのメンバーの大量逮捕
　６日に教会でのミサに参加しようとしたダマス・デ・ブランコ（当館注：キューバの反体制団体）のメンバーが，ハバナ，サンティアゴ・デ・クーバやオルギン等各県において計１００人近く逮捕された旨報道された。

４　フィデル前国家評議会議長の論評の掲載
（１）１８日付グランマ等に，ウクライナにおけるマレーシア航空機墜落事件及びイスラエルのガザ攻撃を非難するフィデル前国家評議会議長の論評が掲載された。
（２）２２日付グランマ等に，「もう少し現実を知る時がきた」と題するＢＲＩＣＳ首脳会合に関するフィデル前国家評議会議長執筆の論説が掲載された。

５　モンカダ兵営等襲撃記念式典の開催
　２６日，アルテミサ市のマウソレオ・マルティレス記念追悼施設にて，モンカダ兵営等の襲撃６１周年式典が開催され，ラウル国家評議会議長等が出席した。同式典においては，ラウル議長及びフィデル前議長による演説は行われなかったが，ラミロ・バルデス・メネンデス国家評議会副議長，ホセ・アントニオ・バレリアノ・ファリーニャス・アルテミサ県党第一書記等が演説を行った。

III　外交
１　ベヘラノ国家評議会副議長のパナマ訪問
　６月３０日から７月１日にかけ，グラディス・ベヘラノ国家評議会副議長はパナマを訪問し，フアン・カルロス・バレラ新大統領の大統領就任式に出席した。

２　アルゼンチン防衛大臣のキューバ訪問
　２日から３日にかけ，キューバ革命軍事省の招待により，アグスティン・ロッシ亜防衛大臣がキューバを公式訪問し，ラウル国家評議会議長及びシントラ・フリアス革命軍事大臣と会談を行った。

３　ロドリゲス外相のアンティグア・バーブーダ訪問
　ロドリゲス外務大臣は，第３５回カリコム首脳会議に出席するため，４日，アンティグア・バーブーダを訪問した。同地滞在中，ロドリゲス外相はブラウン・アンティグア・バーブーダ首相と会談を行った。

４　海上自衛隊練習艦隊のハバナ寄港
　５日から８日にかけ，海上自衛隊練習艦隊がハバナに寄港した。ハバナ滞在中，艦上レセプション，艦船の一般公開，献花，乗組員有志によるボランティア活動，乗組員とキューバ人剣道家の間での武道交流，練習艦隊音楽隊による音楽会等，様々な行事が行われた。また，ハバナ滞在中，湯浅練習艦隊司令官は，シントラ・フリアス革命軍事大臣やカルロス・ドゥケ海軍司令官等を表敬訪問した。

５　マルミエルカ大臣のベネズエラ訪問
　マルミエルカ外国貿易・外国投資大臣はベネズエラを訪問し，７日，新外国投資法及びマリエル開発特区に関する講演を行った。

６　米国との移民協議
　９日，ワシントンにてキューバ・米国間移民協議が開催され，米国からはリー国務次官補代理が，キューバからはビダル外務省北米総局長が出席した。

７　エクアドル副大統領のキューバ訪問
　グラス・エクアドル副大統領はキューバを公式訪問し，１０日，ラウル国家評議会議長及びディアスカネル国家評議会第一副議長と会談を行った。また，同副大統領立ち会いの下，両国間で六つの協定への署名がなされた。

８　対キューバ債権帳消しに関する露議会の承認
　９日，露連邦議会は，旧ソ連時代の対キューバ債権の９割を帳消しにする合意を承認した。

９　プーチン大統領のキューバ訪問
　１１日，プーチン大統領はキューバを公式訪問し，フィデル前国家評議会議長，ラウル国家評議会議長と会談した。また，ラウル議長との会談後，同議長とともに，両国間で結ばれた１０の文書の署名式に出席した。

１０　ＷＨＯ事務局長のキューバ訪問
　キューバを訪問したマーガレット・チャン世界保健機関（ＷＨＯ）事務局長は，１４日，ラウル国家評議会議長と会談を行った他，医療施設等を視察した。

１１　メキシコにおける北朝鮮籍船の座礁に関する報道
　１４日，北朝鮮籍船Mu Du Bongが，ハバナからメキシコのTuxpan港に向かう途中，メキシコ湾（Tuxpan港から７マイルの地点の岩礁）にて座礁した。同船舶は，６月１５日にパナマ運河を通過後，２５日にはマリエル港近くに，２９日，３０日にはハバナに停泊していたことが，船舶自動識別装置（AIS：Autmatic Identification System）の信号から確認されている。しかしその後，７月１日～９日までの間，同船舶の行方がわからなくなった後，１０日，再び同船舶の信号がハバナから発せられるのが関知されていた。

１２　ロシア電波通信基地の再開に関する報道
（１）１６日，キューバとロシアの間でルルデス電波通信基地の再開が合意された旨報じられた。
（２）翌１７日，プーチン大統領が「ルルデス基地を再開する計画はない。」と断言した旨報じられた。

１３　ラウル議長のブラジル訪問
　ラウル国家評議会議長は，１６日，ロドリゲス外務大臣及びマルミエルカ外国貿易・外国投資大臣等と共にブラジルを訪問し，１７日にはブラジリアで開催された中国・ラ米カリブ首脳会議及びＣＥＬＡＣカルテット＋中国首脳会議に出席した。また，ブラジル滞在中，同議長はモラレス・ボリビア大統領，サントス・コロンビア大統領，マドゥーロ・ベネズエラ大統領他と会談した。

１４　ラミロ・バルデス副議長のニカラグア訪問
　ラミロ・バルデス国家評議会副議長は，１９日，サンディニスタ革命３５周年記念行事に出席するためニカラグアを訪問した。

１５　習近平国家主席のキューバ訪問
　２１日から２３日にかけ，習近平国家主席がキューバを公式訪問し，ラウル国家評議会議長，フィデル前国家評議会議長と会談を行った。また，ラウル議長との会談後，両国間で２９の文書への署名が行われた。

１６　サロモン諸島首相のキューバ訪問
　２３日から２７日にかけ，リロ・ソロモン諸島首相がキューバを公式訪問し，２４日，在キューバ・ソロモン諸島大使館の開設式典に出席した。また，２５日には，ラウル国家評議会議長と会談を行った。

１７　ディアスカネル第一副議長のベネズエラ訪問
　ディアスカネル国家行儀会第一副議長はベネズエラを訪問し，２８日，チャベス前大統領生誕６０周年記念式典に出席した。

１８　ガザ地区へのイスラエルの侵攻に関する外務省声明の発出
　３１日付グランマ紙等は，ガザ地区へのイスラエルの侵攻を非難する外務省声明を掲載した。

１９　要人来訪
（１）アグスティン・ロッシ・アルゼンチン防衛大臣
（２）グラス・エクアドル副大統領
（３）プーチン・ロシア大統領
（４）マーガレット・チャン世界保健機関事務局長
（５）習近平中国国家主席
（６）リロ・ソロモン諸島首相

２０　要人往訪
（１）ベヘラノ国家評議会副議長のパナマ訪問
（２）ロドリゲス外相のアンティグア・バーブーダ訪問
（３）マルミエルカ外国貿易・外国投資大臣のベネズエラ訪問
（４）ラウル国家評議会議長のブラジル訪問
（５）ラミロ・バルデス国家評議会副議長のニカラグア訪問
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